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内容の要旨及び審査の結果の要旨
肺サーファクタン卜は，成分中のリン脂質が気液界面に膜状に排列することで表面張力を低下させ、肺コ
ンプライアンスを正常化する物質である。一方、リン脂質を主成分とする細胞膜は、デキストランやポリエ
チレングリコールなどの水溶性非イオン性高分子により融合する現象が知られている。著者は本現象に注目
し、これらの高分子が希釈されたサーファクタントに及ぼす作用を調査した.ブタの肺から抽出したサーフ
アクタントに0.6～70kDaの４種類のポリエチレングリコールまたは9.5～71kDaの４種類のデキストラン
を加え、表面張力の変化を気泡拍動型表面張力計で、コンプライアンスに対する作用を自己の肺サーファク
タン卜が欠如しているウサギ未熟胎仔で測定した。得られた結果は以下のように要約される。
１)サーファクタントは､濃度が10ｍｇ/ｍｌの場合､2,N/ｍの最小表面張力を示した｡しかし､3ｍｇ/m1
以下に希釈されると、最小表面張力は20,N/、を超え、界面活性力鞘失した。
２)１ｍｇ/1,1に希釈されたサーファクタントでも、１８～71kDaのデキストランを１％の濃度でｶﾛえると
最小表面張力は７，Ｎ/、以下に低下した。
３)上記と同じ現象1虫６～71kDaのポリエチレングリコールを1％の濃度で添加しても認められた。
⑲５０ｍｇ/､ｌのサーフアクタントは、0.051,1/lEg/cInH20であったウサギ胎仔の肺コンブライアンス
を0.8ｍl/kg/cmH2oに増加させた。しかし、３ｍｇ/rnlに希釈されると、その作用は消失した。
５)3ｍｇ/､lに希釈されたサーファクタン卜でも､１８～71kDaのデキストランを3％の濃度で加えると、
コンプライアンスを増加させる作用が出現した。４０kDaのものが最強の作用を示し、コンブライア
ンスは0.51,1/kg/ｃｍＨ２ｏ前後に増加した。
６)上記と同じ現象は、６～70kDaのボリエチレングリコールを３％の濃度で加えた際にも認められた。
２０kDaのものが最強の作用を示し、コンブライアンスは0.8,1/kg/cInH2oに増加した。
以上の所見から、デキストランやポリエチレングリコールには、希釈されたサーファクタン卜の活性を高
める作用があり、それぞれに至適分子量の存在することが明らかにされた。急性呼吸急迫症候群（ARDS）
では、肺水腫液によってサーファクタントが希釈されるために呼吸不全が発生する。本研究は､ＡRDSの呼
吸不全に対し､非イオン性水熔性高分子を利用するという全く新しい治療法の可能性を世界に先駆けて示し、
呼吸機能回復学に寄与する価値の高いものと判定された。
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